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Persons Chair
D2100 series

シーン に合 わ せ、 自 由 な レ イア ウ トが で き ま す 。
W i t hコロ ナ /  A f t e r コロ ナ の新 し い 日 々 へ。

コロナ禍で病院、クリニックの待合の3人掛けベンチは、中央の席が座れないように対策をされているところが多い状況です。

パーソンズチェアなら、肘付き、肘無し、計４種類のバリエーションを用意しており、椅子同士を離して感染症対策になるレイアウトにすることができます。

コロナ収束後には、専用のパーツを使用し、椅子同士を連結して通常のレイアウトにすることもできます。

時代の動きに合わせてレイアウトを変更できる、万能チェアのご紹介。

脚部はブナ材を使用。
強度と木の美しさを
両立しています。

張材の色を変えることで、
コーディネートの幅が広がります。

「特殊ネット」と「ウレタン」で、
快適なクッション性を実現しています。

- 説明動画 -

※オプション

連結棒を回転させ、
受け側の椅子に差し
込みます。

連結・解除の方法
連結完了。受け側の
椅子を上げると解除
します。


